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上勝町消防団出初式
防火・防災の決意新たに！防火・防災の決意新たに！

平
成
二
十
七
年

上
勝
町
消
防
団
出
初
式

表
彰
等
受
賞
者

平
成
二
十
六
年

上
勝
町
消
防
団
入
団
者

一
月
四
日
、
上
勝
町
消
防
団
出

初
式
が
上
勝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

春
を
思
わ
せ
る
暖
か
い
日
に
、

百
六
十
八
名
の
消
防
団
員
が
参
加

し
、
観
閲
・
分
列
行
進
で
雄
々
し

い
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
花
本
町
長
よ
り
﹁
消

防
を
取
り
巻
く
環
境
は
著
し
く
変

化
し
、
地
震
や
風
水
害
に
よ
る
災

害
も
日
本
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、

南
海
・
東
南
海
地
震
も
い
つ
起
こ

っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
各
種
災
害
に
対
処
す

る
た
め
、
地
元
に
密
着
し
た
消
防

団
の
任
務
が
益
々
重
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
な
お
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
﹂
と
式
辞

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
続
い
て
西
団

長
よ
り
﹁
昨
年
は
、
火
災
の
発
生

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
団
員
皆
さ
ま
の
日
頃
の

訓
練
・
教
育
や
住
民
の
防
火
に
対

す
る
意
識
の
向
上
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
台
風
十
一
号
、

十
二
号
の
影
響
に
よ
り
正
木
ダ
ム

下
流
域
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
が
福
川
分
団
が
戸
別
訪
問

を
実
施
し
避
難
誘
導
を
し
た
こ
と

で
、
大
き
な
被
害
等
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に

は
地
震
、
火
山
噴
火
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害

が
多
発
し
て
お
り
、
我
々
消
防
団

員
が
出
場
す
る
場
面
も
時
代
と
と

も
に
多
種
多
様
化
し
て
き
て
い
る

と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
一

年
も
﹁
我
々
消
防
団
員
が
町
を
守

る
﹂
と
い
う
強
い
使
命
感
を
持
ち
、

一
丸
と
な
っ
て
防
火
・
防
災
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
お
願
い
し
ま

す
。
﹂
と
訓
辞
の
後
、
功
績
の
あ

っ
た
団
員
に
各
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
参
列
者
一
同
が
、
今

年
一
年
の
無
事
故
無
火
災
へ
の
決

意
を
新
た
に
﹁
火
の
用
心
﹂
を
三

唱
し
閉
式
し
た
後
、
福
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
今
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
火

の
取
扱
い
に
は
注
意
し
、
火
を
付

け
た
ら
離
れ
な
い
、
火
は
最
後
ま

で
確
実
に
消
火
す
る
な
ど
火
災
予

防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
　
　
団

団

員

長 

岡 

敬 

江

藤
川
分
団

団

員

谷 
 

健 

太

藤
川
分
団

団

員

粟

原
啓
吾

藤
川
分
団

団

員

上 

原 

京 

介

傍
示
分
団

団

員

長 

岡 

裕 

人

旭

分

団

団

員

芳 

賀 

元 

太

　一
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○

精
績
章

旭

分

団

団

員

武 

市 
 

功

○

永
年
勤
続
章

藤
川
分
団

団

員

大 

上 

和 

男

傍
示
分
団

班

長

水 

引 

和 

浩

生
実
分
団

団

員

細 

束 

修 

司

二
、
徳
島
県
知
事
表
彰

○

消
防
功
労
者

傍
示
分
団

分
団
長

 

浦 

賢 

治

生
実
分
団

部

長

前 

田 

敏 

宏

旭

分

団

部

長

栗 

林 

義 

幸
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新成人を祝って新成人を祝って

（上段左から）大森春菜　谷口菜摘　大城一平　東丸裕之介

　　　　　　　大久保優　楠平和宏　山田翔太　安 和博

（下段左から）清原エリカ　前田あゆみ　安 教育委員長

　　　　　　　花本町長　森副町長　中村優花　峯下千佳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

一
月
二
日
、
平
成
二
十
七
年
上
勝
町
成
人
式
が

上
勝
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
十
六
人
の
う
ち
十
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
峯
下
千
佳
さ
ん
︵
傍
示
︶

が
﹁
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。﹂

と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

三
、
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

○

功
績
章

福
川
分
団

分
団
長

谷 

口 

哲 

也

藤
川
分
団

部

長

前 

川 

博 

栄

福
原
分
団

部

長

泉 

原 

英 

和

○

精
績
章

福
原
分
団
副
分
団
長

福 
本 

寛 

志

藤
川
分
団

部

長

朝 
川 
弘 

一

生
実
分
団

部

長

竹 

房 
佳 
信

生
実
分
団

部

長

松
坂
福
二
郎

旭

分

団

部

長

多 

田 

光 

利

○

特
別
表
彰

元

旭

分

団

平 

岡 

友 

一

元

藤
川
分
団

鎌 

田 

吉 

男

元

福
原
分
団

関 

口 

英 

男

元

生
実
分
団

谷 

崎 

重 

徳

○

内
助
の
功
労
章

生
実
分
団

団

員

細 

束 

修 

司

妻 

細 

束 

仁 

美

藤
川
分
団

団

員

大 

上 

和 

男

妻 

大
上
久
仁
美

傍
示
分
団

班

長

水 

引 

和 

浩

母 

水 

引 

静 

子

四
、
小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

生
実
分
団

分
団
長

重 

岡 

孝 

俊

五
、
勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

藤
川
分
団

団

員

安 

井 

晴 

紀

福
川
分
団

班

長

車 

田 

憲 

治

傍
示
分
団

団

員

奥 

崎 

晃 

一

福
原
分
団

班

長

井 

岡 

勝 

司

○

特
別
表
彰

生
実
分
団

六
、
上
勝
町
長
表
彰

福
原
分
団

団

員

太 

居 

良 

一

傍
示
分
団

団

員

関 

本 

誠 

司

生
実
分
団

団

員

金 

児 

祐 

治

七
、
上
勝
町
消
防
団
長
感
謝
状

︵
退
団
者
等
︶

○

退
団
者

元

福
原
分
団

山 

本 

敏 

壽

元

本

団

金 

石 

精 

一

元

藤
川
分
団

鎌 

田 

吉 

男

元

藤
川
分
団

山 

西 

貴 

司

元

藤
川
分
団

阿 

部 

仁 

志

元

藤
川
分
団

松 

浦 

一 

樹

元

福
原
分
団

関 

口 

英 

男

元

生
実
分
団

谷 

崎 

重 

徳

元

旭

分

団

田 

中 

豊 

司

元

旭

分

団

峯 
 

和 

美

元

旭

分

団

柴 
田 
憲 

元

旭

分

団

寺 

西 
 

理

元

旭

分

団

木 

村 
 

明

元

旭

分

団

平 

岡 

友 

一

元

旭

分

団

関 
 

久 

夫

○

消
防
防
災
基
金
へ
の
寄
附
者

上
勝
町
生
実

金 

石 

精 

一

成人代表で記念品を受け取る安 和博さん

峯下千佳さんによる
成人代表謝辞

峯下千佳さんによる
成人代表謝辞
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考えよう！私たちの防災

カミー・カッツーとまほうの葉っぱ

バック トゥ ザ フューチャーごんぎつね 上小 vers ion

「２年１組はつ明じむしょ」ほかかいがら ほか

　１月17日、上勝小学校において、平成26年度ふれあい学習発表会が開催されました。各学

年児童が学習の成果を劇などにより発表したり金管バンドの演奏や全校合唱をしたりして、児

童は日頃の練習の成果を発表しました。

５年生４年生 ６年生

３年生１年生 ２年生

ふれあい学習発表会平成
26年度

第61回第61回第61回 徳島駅伝徳島駅伝徳島駅伝

６区を力走する片山さん

５区を力走する大上さん

新
春
を
彩
る
恒
例

の
徳
島
駅
伝
が
、
一

月
三
日
に
開
会
式
を

行
っ
た
後
、
一
月
四

日
か
ら
三
日
間
、
計

四
十
四
区
間
︵
二
六
八
・
二
キ

ロ
︶
阿
波
路
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
大
上

雄
一
郎
選
手
︵
正
木
︶
は
初
日

の
五
区
、
最
終
日
の
三
十
五
区
、

片
山
雄
斗
選
手
︵
正
木
︶
は
初

日
の
六
区
を
地
元
代
表
の
誇
り

を
胸
に
健
脚
を
披
露
し
ま
し
た
。

結
果
、
五
年
ぶ
り
の
最
下
位

脱
出
、
さ
ら
に
は
八
年
ぶ
り
の

十
二
位
と
飛
躍
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
大
会
で
は
、
さ
ら
に
上

の
順
位
を
め
ざ
し
て
い
く
と
共

に
今
後
も
選
手
の
育
成
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
解
団
式
で
誓
い

あ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町

民
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

おもいは一緒 ひとつでも上位　先輩から後輩へタスキをつなぐ
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徳
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
主
催
の
二
〇

一
四
年
﹁
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し

の
町
の
た
か
ら
も
の
﹂
絵
画
展
で
、

上
勝
中
学
校
一
年
生 

中
田
美
咲
さ
ん

が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
賞
と
い
う
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
賞
受
賞
に
、﹁
私

は
、
上
勝
の
き
れ
い
な
棚
田
が
好
き

で
描
き
ま
し
た
。
そ
の
絵
が
賞
を
も

ら
え
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。﹂
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

 

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

                

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

会
堂
か
ら
研
究
室
へ

〜
集
落
再
生
〜

築
五
十
年
が
経
過
し
、
古
く
な
っ
た
傍

示
中
央
集
落
の
会
堂
は
、
今
年
度
、
地
元

集
落
の
町
民
だ
け
で
な
く
地
域
外
の
方

々
と
と
も
に
、
改
修
に
か
か
る
計
画
と
作

業
と
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
の

協
力
と
連
携
に
よ
り
、
改
修
作
業
が
ほ
ぼ

完
了
し
ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
建
築
も
完
成
で
き
た

も
の
の
、
ま
だ
、
敷
地
内
の
土
壌
は
開
墾

で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
そ
の

作
業
に
着
手
し
、
ま
ず
春
野
菜
な
ど
の
苗

を
作
り
、
み
ん
な
で
育
て
て
、
品
評
会
を

開
催
し
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
産
品
開

発
と
と
も
に
町
内
の
方
々
が
活
用
で
き
る

よ
う
に
勉
強

に
励
む
所
存

で
す
。

こ
の
︵
過

疎
集
落
等
自

立
再
生
対
策

事
業 

い
ろ
ど
り
発
祥
地
・
傍
示
集
落
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︶
事
業
を
通
じ
て
、

一
番
得
ら
れ
た
収
穫
は
、
集
落
で
の
絆
が

一
段
と
強
く
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
各
活
動
に
協
力
し
あ
い
、
一

体
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
達
成
感
を
得
な
が
ら
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
明
日
も

頑
張
ろ
う
と
感
じ
る
も
の
で
す
。

私
が
考
え
て
い
る
上
勝
の
未
来
像
は
、

元
気
で
明
る
く
活
力
あ
る
町
民
が
多
く
な

り
、
い
つ
も
隣
や
周
辺
に
﹁
ニ
コ
ニ
コ
☆
﹂

笑
顔
人
が
あ
ふ
れ
て
い
る
姿
で
す
。

農
地
を
借
り
て
、
み
ん
な
で
ソ
バ
を
ま

き
、
収
穫
を
し
て
、
み
ん
な
で
食
べ
れ
る

日
が
楽
し
み
で
す
。
当
事
業
に
今
日
ま
で

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
の
方
々

を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
各
位
に
対
し

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
も
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

          

傍
示
中
央
集
落
再
生
委
員
会

会 

長   

藤 

田 

欣 

宏

﹁
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
﹂

絵
画
展 

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
賞
受
賞

平成
26年度

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
︵
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
︶

に
よ
り
、
除
雪
機
十
二
台
、
ア
ル
ミ
ブ
リ
ッ
ジ

三
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
る
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
、
地
域
的
な
共
同

活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

藤井事務局長

小林代表理事

12月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

5.97t

1.7t増

7.1kg

1.08t

0.2t減

1.3kg

引き換えは、ひだまりまで。

☎44−6080

今月の当選番号は! ! ポイントカード
作成

随時受付中！

今月の雑紙ポイントキャンペーン当選者

１等（5,000円分商品券）

　２等（2,000円分商品券）

　３等（500円分商品券）

190番

66・342番

114・208番

一
月
二
十
一
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
く
る
く

る
会
議
が
開
催
さ
れ
、
三
十
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

●
町
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

会
議
で
は
、
ま
ず
企
画
環
境
課

よ
り
、
環
境
保
全
・
人
口
定
住
・

経
済
・
雇
用
が
合
わ
さ
っ
た
環
境

倫
理
に
基
づ
く
﹁
持
続
可
能
な
地

域
社
会
づ
く
り
﹂
を
指
す
と
し
て
、

彩
や
ア
ー
ト
、
ま
ち
づ
く
り
や
、

ご
み
の
取
組
も
す
べ
て
環
境
倫
理

に
基
づ
く
取
組
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
改
築
を
予
定
し
て
い
る
﹁
新
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
つ
い
て
、

ご
み
の
分
別
を
行
う
だ
け
の
現
在

の
形
か
ら
、
町
民
が
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
通
う
こ
と
が
楽
し
く
、

色
々
な
知
識
を
学
び
交
流
で
き
る

施
設
、
ま
た
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

を
学
べ
る
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
、

二
〇
一
八
年
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

率
五
％
向
上
、
ま
た
上
勝
町
の
ブ

ラ
ン
ド
に
賛
同
す
る
企
業
を
十
社

誘
致
し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

●
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

取
組
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の
藤
井
事
務
局
長

か
ら
、
ご
み
分
別
の
取
組
成
果
の

報
告
と
、
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
先

進
例
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
の
組
成
調
査
結
果
で
は
、

紙
ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
資

源
が
約
六
十
％
混
入
し
て
お
り
、

分
別
の
見
分
け
方
や
出
す
時
の
コ

ツ
に
つ
い
て
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。住

民
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
報
告
で
は
、

新
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画
に

つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
︵
図
書
館
や
公
園
等
︶
や
リ
ユ

ー
ス
の
推
進
、
環
境
に
良
い
日
用

品
を
買
え
る
場
所
、
開
所
時
間
の

延
長
な
ど
、
の
意
見
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

先
進
地
域
の
ご
み
処
理
施
設
の

紹
介
で
は
、
生
ご
み
の
液
肥
化
施

設
に
、
液
肥
で
栽
培
し
た
野
菜
な

ど
を
販
売
す
る
産
直
市
や
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
た
施
設
や
、

子
供
が
体
験
し
な
が
ら
学
べ
る
施

設
な
ど
、
住
民
が
集
え
る
施
設
づ

く
り
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

●
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

の
取
組
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人
地
職
住
推
進
機

構
の
小
林
代
表
理
事
か
ら
は
、
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
理
念
を
学
べ

る
場
所
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ア
カ

デ
ミ
ー
︵
仮
︶
を
創
設
し
、
企
業

や
学
校
の
環
境
教
育
の
場
、
ま
た

町
民
も
世
界
の
先
進
事
例
を
学
べ

る
場
所
を
作
り
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
き
た

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は
焼
却
・

埋
立
ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
考
え
だ

け
で
な
く
、
農
業
を
例
に
と
る
と
、

環
境
に
も
体
に
も
よ
い
農
業
を
続

け
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
も
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
取
組
や
産
業
が
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
を
目
指
す
必
要
性
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
意
見
の
一
部

・
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
施
設
を

・
三
時
間
は
滞
在
で
き
る
施
設
を

・
住
民
と
の
協
働
で
住
民
が
決

め
て
い
く
ご
み
政
策
を

・
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
活
動

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
大
切

く
る
く
る
会
議

﹁
今
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
っ
て

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
﹂ 

の
開
催
報
告
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かみかつ
晩頭

晩茶
どら焼き

協力隊協力隊おこし地 域 活動報告

新 

田 

勝 

憲

新
年
を
迎
え
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
風
邪
を
ひ
い
て
体
調
な
ど
崩
し
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
体
調
に
は
十

分
注
意
し
生
活
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
。

さ
て
、
昨
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
活
動
、

県
産
材
を
使
用
し
た
太
陽
光
木
製
架
台
三

カ
所
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
防
災
避
難
誘

導
路
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
防
災
避
難
標

識
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

吉
野
川
市
鴨
島
町
で
行
っ
た
太
陽
光
木

製
架
台
テ
ー
マ
は
コ
ス
ト
で
二
百
二
十
基

完
成
。
鳴
門
市
北
灘
町
で
行
っ
た
太
陽
光

木
製
架
台
テ
ー
マ
は
風
で
製
作
し
二
百
二

十
基
完
成
。
ま
だ
未
完
成
で
す
が
、
鳴
門

市
鳴
門
町
高
島
に
お
い
て
、
太
陽
光
木
製

架
台
設
置
予
定
テ
ー
マ
は
シ
ロ
ア
リ
対
策

で
六
百
四
十
基
三
月
中
旬
ま
で
に
完
成
予

定
。
㈱
も
く
さ
ん
の
技
術
を
総
結
集
し
新

規
事
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
防
災
避
難
誘
導
路

で
す
が
、
作
業
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
二

月
初
旬
に
は
完
成
予
定
。
防
災
避
難
誘
導

路
製
作
に
あ
た
っ
て
は
浮
き
工
法
で
非
常

に
難
し
く
時
間
の
か
か
る
作
業
を
行
っ
て

お
り
素
晴
ら
し
い
防
災
避
難
誘
導
路
が
完

成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
防
災
避
難
標
識
も

二
月
末
日
完
成
予
定
で
す
。
製
作
に
あ
た
っ

て
の
作
業
員
は
、
㈱
も
く
さ
ん
社
員
・
町

民
を
臨
時
雇
用
・
上
勝
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
な
ど
上
勝
町
住
民
の
み
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

百 

野 

大 

地

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年
は
一
年

間
い
ろ
い
ろ
と
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
少
し
遅
く

な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
八
月
ご
ろ
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
、
上
勝

晩
茶
の
新
し
い
ス
イ
ー
ツ
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

徳
島
市
の
谷
田
製
餡
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
晩
茶
の
粉
末
を
練
り
こ
ん
だ
、﹁
晩

茶
餡
﹂
が
完
成
し
、﹁
か
み
か
つ
晩
頭
︵
ば

ん
じ
ゅ
う
︶
﹂
、
﹁
晩
茶
ど
ら
焼
き
﹂
の
新

商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。

﹁
か
み
か
つ
晩
頭
﹂
は
大
福
と
あ
ん
こ

ろ
の
セ
ッ
ト
を
二
百
五
十
円
で
昨
年
の
十

一
月
、
と
く
し
ま
マ
ル
シ
ェ
に
て
二
百
個

限
定
の
販
売
支
援

を
行
い
無
事
に
完

売
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
は
店
舗
販
売
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン

ト
用
の
み
で
の
販
売
と
な
っ
て
お
り
、
あ

ま
り
皆
さ
ま
に
お
目
見
え
す
る
こ
と
は
少

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続

き
製
造
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
晩
茶
の
新
し
い
活
用
法
、
ま
た
販
路
の

拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

な
お
、
販
売
場
所
に
お
き
ま
し
て
は
、

現
在
継
続
的
に
出
店
し
て
い
る
と
く
し
ま

マ
ル
シ
ェ
、
徳
島
わ
く
わ
く
日
曜
市
に
加

え
、
新
た
に
、
あ
ら
た
え
の
湯
︵
徳
島
市
︶

で
月
に
一
回
、
イ
ベ
ン
ト
販
売
に
よ
る
支

援
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
販
売
イ
ベ
ン

ト
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ
、
上
勝
の
晩
茶

の
風
味
な
ど
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
上
勝
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あらたえの湯（徳島市）での販売イベント7
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知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

木

下

英

孝

201

上
勝
町
診
療
所

所
長

ワ
ク
チ
ン
の
話
 
前
編
 

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

上勝町無料電話健康相談

‎
ユ
ῴ
モ
ア
‏
と
は
Ὶ‎
人
の
心
を
和
ま
せ
る

お
か
し
み
‎‏
上
品
で
Ὶ
笑
い
を
誘
う
洒
落
 
し

ℵ
れ
 
‏
と
い
う
意
味
で
す
Ί
ユ
ῴ
モ
ア
は
Ὶ

周
囲
の
人
た
ち
を
明
る
い
気
持
ち
に
し
ま
す
Ί

ま
た
Ὶ
ユ
ῴ
モ
ア
を
も
ℕ
て
自
分
の
失
敗
や
苦

悩
に
つ
い
て
笑
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
Ὶ
ス
ト
レ

ス
は
緩
和
さ
れ
Ὶ
免
疫
力
も
高
ま
り
Ὶ
自
身
の

健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
Ί

一
方
で
‎
ジ
奣
ῴ
ク
‏
と
は
Ὶ
‎
冗
談
・
し

ℵ
れ
‏
‎
滑
稽
 
こ
ℕ
け
い
 
な
か
ら
か
い
‏

と
い
う
意
味
で
Ὶ
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
Ί
相
手
に
対
し
て
思
い

や
り
や
愛
情
を
示
し
た
い
な
ら
Ὶ
相
手
が
何
を

期
待
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
Ίド

イ
ツ
語
に
は
Ὶ
‎
ユ
ῴ
モ
ア
と
は
Ὶ
に
も

か
か
わ
ら
ず
笑
う
こ
と
‏
と
い
う
有
名
な
表
現

が
あ
り
ま
す
Ί
本
当
の
ユ
ῴ
モ
ア
は
Ὶ
人
生
の

中
で
苦
し
い
時
に
生
ま
れ
る
も
の
Ί
自
分
が
苦

し
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ὶ
相
手
に
対
す

る
思
い
や
り
と
し
て
笑
い
を
示
す
こ
と
Ὶ
こ
れ

が
真
に
深
み
の
あ
る
ユ
ῴ
モ
ア
だ
と
い
う
こ
と

で
す
Ί
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
Ὶ
ユ

ῴ
モ
ア
を
忘
れ
ず
に
暮
ら
し
た
い
で
す
ね
Ί

  

定
期
接
種

生
ワ
ク
チ
ン

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
︵
結
核
︶

・
麻
疹
風
疹
混
合

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

・
四
種
混
合
︵
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
咳
、破
傷
風
、ポ
リ
オ
︶

・
日
本
脳
炎

・
ヒ
ブ

・
肺
炎
球
菌

・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
︵
子
宮
頸
が
ん
︶

・
水
痘
︵
水
ぼ
う
そ
う
︶

  

任
意
接
種

生
ワ
ク
チ
ン

・
ム
ン
プ
ス︵
お
た
ふ
く
か
ぜ
︶

・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

・
Ｂ
型
肝
炎

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
と
任
意
接
種

効
果
と
リ
ス
ク

ユ
ῴ
モ
ア
と
ジ
奣
ῴ
ク

六
十
年
あ
ま
り
前
ま
で
は
結
核

や
肺
炎
が
最
大
の
死
亡
原
因
で
、

小
児
期
に
お
い
て
も
麻
疹
︵
は
し

か
︶
な
ど
の
感
染
症
で
命
を
落
と

す
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
予
防
接

種
に
よ
っ
て
防
げ
る
感
染
症
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
大
切

な
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め

に
知
っ
て
ほ
し
い
﹁
ワ
ク
チ
ン
﹂

の
お
話
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
感
染
症

の
原
因
と
な
る
微
生
物
︵
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
な
ど
︶
に
対
す
る
記
憶

を
体
内
に
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
ま
す
。
生
き
た
微
生
物
の
病

原
性
を
弱
め
た
﹁
生
ワ
ク
チ
ン
﹂

と
、
微
生
物
を
加
熱
処
理
な
ど
で

殺
し
た
﹁
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
﹂

が
あ
り
ま
す
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

の
方
が
副
反
応
は
少
な
く
、
安
全

性
は
高
い
も
の
の
効
果
が
弱
い
た

め
複
数
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

﹁
定
期
接
種
﹂
は
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
勧
め
て
い
る
予
防
接
種

で
す
。
﹁
任
意
接
種
﹂
は
、
病
気

の
流
行
状
況
な
ど
に
よ
り
﹁
受
け

た
方
が
良
い
﹂
と
さ
れ
る
予
防
接

種
で
、
接
種
を
受
け
る
か
ど
う
か

は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
昨
年
十
月
か
ら
、
水
痘
が
定

期
接
種
に
な
り
ま
し
た
が
、
ム
ン

プ
ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
も
定
期
接

種
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
と
て
も
大

き
い
の
で
す
が
、
副
反
応
で
つ
ら

い
思
い
を
す
る
リ
ス
ク
も
ゼ
ロ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
し
な
い
こ

と
に
よ
る
リ
ス
ク
と
、
接
種
す
る

こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
を
、
天
秤
に

か
け
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
接
種
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
上

回
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
が
定
期

接
種
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
︵
現
在
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
積
極
的

に
勧
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
︶。
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日
本
人
の
睡
眠
時
間
は
世
界
で

も
短
く
、
ま
た
、
毎
年
減
り
続
け

て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

睡
眠
の
問
題
に
は
こ
の
よ
う
に

タ
イ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
皆
さ

ん
の
﹁
眠
れ
な
い
﹂
理
由
も
様
々

だ
と
思
い
ま
す
が
、
睡
眠
は
心
身

の
疲
労
を
回
復
し
、
健
康
を
保
つ

上
で
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

睡
眠
不
足
に
な
る
と
脳
の
働
き
が

鈍
り
、
判
断
力
の
低
下
や
気
分
を

不
安
定
に
し
た
り
、
ま
た
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
、
う
つ
病
な
ど
の

こ
こ
ろ
の
健
康
に
も
影
響
し
ま
す
。

眠
れ
な
い
こ
と
は
と
て
も
つ
ら
い

こ
と
で
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
厚
生
労
働
省

が
策
定
・
提
唱
し
て
い
る
﹁
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
二
〇

一
四
﹂
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ぜ
ひ
快
眠
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

一
、
良
い
睡
眠
で
、
か
ら
だ
も
こ

こ
ろ
も
健
康
に
。

二
、
適
度
な
運
動
、
し
っ
か
り
朝

食
、
ね
む
り
と
め
ざ
め
の
メ
リ

ハ
リ
を
。

寝
酒
や
喫
煙
は
睡
眠
の
質
を
悪
く
す

る
だ
け
で
な
く
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
の
危
険
を
増
や
す
な
ど
、
睡
眠

不
足
の
悪
循
環
を
招
き
や
す
く
し
ま
す
。

三
、
良
い
睡
眠
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●

睡
眠
不
足
や
不
眠
は
、
肥
満
や
高

血
圧
、
高
血
糖
、
循
環
器
疾
患
︵
心

臓
や
脳
︶
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
発
症
に
関
係
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●

睡
眠
時
無
呼
吸
は
生
活
習
慣
病
の

独
立
し
た
危
険
因
子
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

四
、
睡
眠
に
よ
る
休
養
感
は
、
こ

こ
ろ
の
健
康
に
重
要
で
す
。

不
眠
は
こ
こ
ろ
の
病
気
の
症
状
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

五
、
年
齢
や
季
節
に
応
じ
て
、
ひ

る
ま
の
眠
気
で
困
ら
な
い
程
度

の
睡
眠
を
。

必
要
な
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
標
準
的
に
は
六
〜
八
時
間
と
言

わ
れ
て
お
り
、
加
齢
で
徐
々
に
減
少

し
て
い
き
ま
す
。

六
、
良
い
睡
眠
の
た
め
に
は
、
環

境
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

自
分
に
あ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
が
眠

り
へ
の
準
備
に
な
り
ま
す
。

七
、
若
年
世
代
は
夜
更
か
し
避
け

て
、体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
。

●

夜
更
か
し
が
こ
こ
ろ
の
健
康
や
体

重
増
加
、
学
業
成
績
に
も
影
響
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

●

寝
床
に
入
っ
て
か
ら
の
携
帯
電
話

や
ゲ
ー
ム
等
に
も
注
意
で
す
。

●

朝
は
日
光
を
あ
び
て
体
内
時
計
の

リ
セ
ッ
ト
を
。

八
、
勤
労
世
代
の
疲
労
回
復
・
能

率
ア
ッ
プ
に
、
毎
日
十
分
な
睡

眠
を
。

●

日
中
の
眠
気︵
昼
過
ぎ
以
外
で
も
強

い
眠
気
に
襲
わ
れ
る
︶が
あ
る
場
合
睡

眠
不
足
の
可
能
性
が
あ
り
、こ
れ
が
続

く
と
疲
労
回
復
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

●

午
後
の
早
い
時
刻
に
三
十
分
以
内

の
短
い
昼
寝
で
睡
眠
不
足
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

九
、
熟
年
世
代
は
朝
晩
メ
リ
ハ
リ
、

ひ
る
ま
に
適
度
な
運
動
で
良
い

睡
眠
。

●

長
い
時
間
眠
ろ
う
と
寝
床
で
過
ご

す
時
間
を
必
要
以
上
に
長
く
す
る
と
、

か
え
っ
て
睡
眠
が
浅
く
な
り
結
果
﹁
熟

睡
し
た
﹂
感
じ
が
得
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

●

日
中
に
長
時
間
眠
る
こ
と
は
さ
け
、

昼
夜
の
活
動
・
休
息
に
メ
リ
ハ
リ
を
。

十
、
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入

り
、起
き
る
時
刻
は
遅
ら
せ
な
い
。

●

眠
れ
な
い
と
き
は
い
っ
た
ん
寝
室

を
離
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
音
楽

な
ど
で
気
分
転
換
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。

●

不
眠
解
消
に
は
、
積
極
的
に
遅
寝
・

早
起
き
を
す
る
こ
と
が
い
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

十
一
、
い
つ
も
と
違
う
睡
眠
に
は
、

要
注
意
。

睡
眠
時
の
異
変
に
は
病
気
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
も
。︵
以
下
、
例
︶

●

激
し
い
い
び
き
︵
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
︶

●

歯
ぎ
し
り︵
顎
関
節
の
異
常
、頭
痛
︶

●

足
の
む
ず
む
ず
や
ぴ
く
つ
き
︵
レ

ス
ト
レ
グ
レ
ッ
グ
症
候
群
、
周
期
性

四
肢
運
動
障
害
︶

●

そ
の
他
、
う
つ
病
や
過
眠
症
な
ど

十
二
、
眠
れ
な
い
、
そ
の
苦
し
み

を
か
か
え
ず
に
、
専
門
家
に

相
談
を
。

●

眠
れ
な
い
つ
ら
さ
は
家
族
に
す
ら

わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
身
近
な
専
門
家
に
相
談
す
る

だ
け
で
も
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

●

睡
眠
薬
は
用
法
・
用
量
を
よ
く
守

り
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談︵
精
神
科
医
︶

 

予
約
制  

〇
八
八
ー
六
〇
二
ー
八
九
〇
五

第
一
・
三
・
四
木
曜
日
、第
二
火
曜
日

●

女
性
の
健
康
相
談︵
産
婦
人
科
医
︶

 

予
約
制  

〇
八
八
ー
六
〇
二
ー
八
九
〇
四

偶
数
月
の
第
二
木
曜
日 

十
四
〜
十
六
時

※
相
談
日
の
前
週
金
曜
日
に
予
約
締
切

●

風
疹
抗
体
検
査 

無
料

 

予
約
制  

〇
八
八
ー
六
〇
二
ー
八
九
〇
七

毎
週
火
曜
日 

十
〜
十
一
時

●

エ
イ
ズ
相
談
・
即
日
検
査 

無
料

 

当
日
受
付  

〇
八
八
ー

六
〇
二
ー

八
九
〇
七

毎
週
火
曜
日 

十
二
時
三
十
分
〜
十
四
時

※
夜
間
実
施
日
に
つ
い
て
は
要
問
合

●

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

無
料

 

予
約
制  

〇
八
八
ー
六
〇
二
ー
八
九
〇
七

毎
週
火
曜
日 

十
〜
十
一
時

●

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付

 

予
約
制  

〇
八
八
ー
六
五
二
ー
五
一
五
三

毎
週
火
曜
日 

十
〜
十
一
時

ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

                  

〜
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
〜

睡

眠

十

二

箇

条

徳
島
保
健
所
の
定
例
相
談

①
睡
眠
習
慣

睡
眠
不
足
や
夜
勤
な
ど
に

よ
る
も
の

②
睡
眠
障
害

不
眠
症
や
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
な
ど

●

睡
眠
の
問
題

貯筋教室貯筋教室

2月25日㈬ 14時〜16時

ところ コミュニティセンター

会　費 500円
もちもの：タオル・お茶などを
　　　　　ご用意ください。

ゆっくりと体をほぐし、無理のない
筋トレ体操を行います。楽しくお話
しながら一緒に体操しましょう。

歯の健康相談
歯科衛生士による歯やお口の相談です。

☎44−5010　IP050−3438−7872

2月3日㈫ 9時30分〜11時30分

3月4日㈬ 9時30分〜11時30分

※お電話にて上勝町診療所へご予約を
　お願いいたします。

予約制となっております。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す



10

後
継
者
や
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
農

業
に
従
事
す
る
方
な
ら
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
は

①
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で

②
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方

で
す
。

農
業
者
年
金
は
、
自
分
の
年
金
原

資
を
自
分
で
積
み
立
て
る
、
加
入
者
・

受
給
者
の
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積

立
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
の
目
標

額
に
向
け
て
、
保
険
料
は
自
由
に
決

め
ら
れ
︵
月
二
万
円
〜
六
万
七
千
円
︶、

経
営
状
況
や
老
後
生
活
の
設
計
に
応

じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

●

公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
面
の

優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得

税
・
住
民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま

す
。

●

八
十
歳
ま
で
の

保
証
が
つ
い
た
終
身
年
金
で
す

農
業
者
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま

す
。
仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
八
十

歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死

亡
し
た
翌
月
か
ら
八
十
歳
ま
で
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

●

政
策
年
金
な
ら
で
は
の
特
別
な
支

援
が
あ
り
ま
す

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
、
そ

の
者
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で
経

営
に
参
画
し
て
い
る
配
偶
者
や
後
継

者
等
で
一
定
の
要
件
︵
加
入
期
間
が

二
十
年
以
上
等
︶
を
満
た
し
て
い
る

担
い
手
に
対
し
て
、
保
険
料
の
国
庫

補
助
が
あ
り
ま
す
。
補
助
の
期
間
は

最
長
で
二
十
年
間
︵
補
助
額
は
最
高

で
二
百
十
六
万
円
︶
で
す
。

※
農
業
者
年
金
の
詳
し
い
内
容
や
加

入
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
も

し
く
は
Ｊ
Ａ
、
農
業
者
年
金
基
金

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
勝
町
農
業
委
員
会

上
勝
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
地
域

の
持
続
発
展
に
着
目
し
﹁
課
題
解
決
﹂、

﹁
新
た
な
価
値
創
造
﹂
な
ど
を
テ
ー
マ

に
研
究
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

  

日
時 

二
月
二
十
八
日
㈯

十
三
時
〜
十
七
時

  

場
所 

福
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

  

内
容

徳
島
大
学
上
勝
学
舎
の
活
動
報
告
な
ど

○

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

澤
田
俊
明
氏
︵
徳
島
大
学
客
員
教
授
︶

○

コ
メ
ン
テ
ー
タ

豊
田
哲
也
氏
︵
徳
島
大
学
大
学
院
教
授
︶

山
中
英
生
氏
︵
徳
島
大
学
大
学
院
教
授
︶

  

主
催 

徳
島
大
学
上
勝
学
舎

  

共
催 

・
大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科

グ
ロ
ー
バ
ル
人
間
学
専
攻

・
上
勝
町

  

お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
企
画
環
境
課

徳
島
大
学
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

☎
〇
八
八
ー
六
五
六
ー
七
六
五
一

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

徳
島
大
学
上
勝
学
舎
並
び
に

大
阪
大
学
の

研
究
活
動

                     

報
告
会
開
催

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を            

お
願
い
し
ま
す

二
〇
一
五
年

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二

十
七
年
二
月
一
日
現
在
で
、﹁
二

〇
一
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
﹂

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

我
が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
地

域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
五

年
に
一
度
の
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。

調
査
は
、
一
月
か
ら
二
月
に

か
け
て
、
県
か
ら
任
命
を
受
け

た
調
査
員
・
指
導
員
が
、
農
林

業
を
営
む
世
帯
や
会
社
等
を
訪

問
し
て
、
調
査
票
の
配
布
・
収

集
を
行
い
ま
す
。
調
査
票
に
記

入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど

に
つ
い
て
記

入
の
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先    

総
務
課

案 内 板
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4 6

午　　後

11 13

午　　後

18 20

午　　後

午　　後

月

54　3　※　 6

121110 13

191817 20

262524

2

9

16

23 27

火 水 木 金

午　前
医 科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

医 科

医 科

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

水 木 金

２月担当医表
（上勝町診療所） 電　話 44−5010

IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時30分

25

5

12

19

26 27

建国記念日

建　国
記念日

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビスなどどんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

毎週木曜日　19時〜21時

場所：役場支所
受講料無料

お申し込み・お問い合わせ
教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室

２月19日㈭  13時〜16時30分

高鉾公民館
　家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。

心 配 ご と 相 談

２月28日㈯ 
10時〜14時まで開催

小松島市総合福祉センター

相続登記無料相談

樫　　原木　　下

樫　　原

樫　　原

樫　　原

木　　下

木　　下

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木下・樫原

木下・樫原

木　下

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

今 月 の 納 税

納期限 平成27年３月２日㈪

後期高齢者医療保険料
県 町 民 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料

７期分

３期分

８期分

８期分

督促状の出るもの

後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介 護 保 険 料

６期分

７期分

７期分

　納期限は２月２日㈪でしたが、まだ
未納の方が見受けられます。未納者には、
２月20日㈮に督促状を送付します。
　早急に納めてください。

※３日午後は、木下医師は往診です。

　上勝町外でインフルエンザ予防接種を受けた65歳以上の
方は、接種費用の助成が受けられます。まだお済みでない方
はお急ぎください。詳しくは広報紙11月号をご覧ください。

インフルエンザ予防接種費の

助成手続きはお済みですか？
インフルエンザ予防接種費の

助成手続きはお済みですか？
インフルエンザ予防接種費の

助成手続きはお済みですか？
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　有償ボランティア輸送会員の平成27年度申告手続きを、上記の
税務課が行う申告の会場でも実施いたします。

■お問い合わせ先　上勝町シルバー人材センター（ひだまり）　☎44−6080　　IP 9545

■登録に必要な物　・印鑑
　　　　　　　　　・会費　申 請 者 1,000円
　　　　　　　　　　　　　家族会員 1名につき200円
　　　　　　　　　　　　　（昨年の会員証兼領収証をお持ちの方は、ご持参ください）

有償ボランティアタクシー会員
　　　　　　　更新手続きについて

　住民税の申告が始まります。申告は確実に行ってください。

　未申告の場合は不利益を生じる場合がありますので、全ての住民の方の申告をお願いします。

①営業や農業、その他の事業所得がある人

②不動産（地代等）や資産の譲渡などの所得がある人

③給与所得者で、給与所得以外に営業・農業・配当・不動産・譲渡等の所得がある人

④勤務先から役場あてに給与支払報告書の提出のない人

⑤平成26年の途中で、職場を退職した人

⑥無収入の人でも、所得証明などの証明書が必要となる方、各種行政サービスの提供を受け

るため、町での所得確認が必要となる人は申告をお願いします。

　国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険加入者及びその世帯員の方は、この申告が各保

険税（料）の算出基礎となりますので、所得のない方でも必ず申告をしてください。（申告がな

い場合は、軽減等の適用をうけることができません。）

　住民税の申告受付は、次の日程により行いますのでご利用ください。

　なお、ご都合の悪い方は、３月16日㈪までに役場税務課で申告をしてください。

２月16日㈪〜３月16日㈪まで

申告をしなければならない人

申告に必要なもの

①印鑑

②源泉徴収票または事業主（勤務先）からの支

払証明書

③所得の計算および必要経費がわかる書類

④生命保険等の各種控除の証明書または領収書

⑤社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書または領収書

⑥寄付金控除がある場合は控除証明書ま

たは領収書

住民税の申告は

受付日程及び場所　受付時間8時30分〜16時

福 　 原

　 旭 　

生 　 実

傍 　 示

福 　 川

正 　 木

２月17日㈫

２月18日㈬・19日㈭

２月20日㈮

２月23日㈪・24日㈫

２月25日㈬

２月26日㈭・27日㈮

福原ふれあいセンター

旭基幹集落センター

コミュニティセンター

傍 示 定 住 セ ン タ ー

福 川 集 会 所

役 場 支 所

月　　　　日 地　　区場　　　　所
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徳島税務署からのお知らせ

申告書は、自分で作成してお早めに

税務相談は、税理士又は税理士法人でなければ
できないことが、法律で規定されています。

にせ税理士に
ご用心！

にせ税理士に
ご用心！

　●　受付時間は午前９時〜午後４時まで（午後４時以降は受付できません）。
　●　この期間、徳島税務署庁舎内には、確定申告会場を設けておりません。
　●　アスティとくしまの駐車場については、有料（１日200円）となりますので、ご理解とご

協力をお願いいたします。

　所得税及び復興特別所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生
じたすべての所得の金額とそれに対する所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書を
提出して、源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続です。

徳島税務署の確定申告会場は「アスティとくしま」です！

所得税及び復興特別所得税の確定申告とは

申告書を作成するときは

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して作成し、郵送か電子申告
（e-Tax）で！お早めに！

税　　　　　　目 申告・納付期限 振替納税の口座振替日

所 得 税 及 び 復 興 特 別 所 得 税

個人事業者の消費税及び地方消費税

贈 与 税

３月16日㈪

３月31日㈫

３月16日㈪

４月20日㈪

４月23日㈭

口座振替は利用できません

会　　　　場 期　　　　　　間

アスティとくしま
３階第２特別会議室

（徳島市山城町東浜傍示１）

２月２日㈪〜３月16日㈪
（土・日・祝日を除く。ただし、２月22日及び３月１日の日曜日は
確定申告の相談・申告書の受付を行います。）

申告と納税はお早めに！

お問い合わせ先 徳島税務署　☎088−622−4131

﹁
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

︵
精
神
通
院
︶﹂を
お
持
ち
の
方
へ

再
認
定
申
請
時
に
お
け
る
診
断
書
の
提
出
は

﹁
二
年
に
一
度
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
給
認
定
開
始
日
︵
受
給
者
証
の
有
効
期
間

開
始
日
︶
が
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
降
と

な
る
再
認
定
申
請
を
さ
れ
る
際
に
は
、
診
断
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

︵
た
だ
し
、
二
十
六
年
度
中
に
申
請
を
し
た
際
、

診
断
書
を
提
出
し
て
い
た
場
合
を
除
き
ま
す
。︶

﹁
二
年
に
一
度
﹂
の
提
出
で
す
の
で
、
診
断
書

を
省
略
し
て
再
認
定
申
請
を
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
次
年
度
の
再
認
定
申
請
の
際
に
は
、
診
断
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  

ご
注
意

●

受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

一
年
以
内
で
す
。
毎
年
の
再
認
定
申
請
は
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

診
断
書
の
提
出
が
﹁
二
年
に
一
度
﹂
と
な
る

の
は
、
再
認
定
申
請
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
に
は
、
診

断
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●

再
認
定
の
手
続
き
は
、
有
効
期
限
の
三
カ
月

前
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
限
切
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
め
に
住
民
課
も
し
く

は
役
場
支
所
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
書
類
の
不
足
、
不
備
等
に
よ
り
、
町
で

の
受
付
日
が
有
効
期
限
経
過
後
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
診
断
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

︵
申
請
に
必
要
な
書
類
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
た
日

が
受
付
日
で
す
。︶

  

お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
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神
戸
ア
シ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

上勝町体育協会主催

ご
縁
談
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
を
希
望

さ
れ
る
独
身
男
女
の
方
、
親
御
様
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日

時

二
月
十
五
日
①

十
時
Ό
十
二
時

■
場

所

高
鉾
公
民
館
一
階
会
議
室

■
相
談
員

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー 

二
名

■
お
問
い
合
せ
先

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
事
務
局

︵
教
育
委
員
会
内
︶
☎
四
五
ー
〇
一
一
一

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と

秘密及び個人情報は
固く守られます。

○

日
時

二
月
二
十
一
日
㈯

七
時

上
勝
町
発

二
十
時
頃
上
勝
町
着
予
定

※
夕
食
を
済
ま
せ
て
き
ま
す
。

○

場
所

兵
庫
県
神
戸
市

○

参
加
費︵
交
通
費
、食
事
代
等
︶

当
日
集
金

大
人

五
千
円
︵
高
校
生
以
上
︶

小
人

三
千
円
︵
小
学
生
以
上
︶

○

要

綱

・
小
学
生
以
上
が
参
加
対
象

・
町
内
在
住
者
も
し
く
は
町
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
者
。

・
児
童
生
徒
が
参
加
す
る
場
合
は
保

護
者
等
と
一
緒
に
参
加
。

・
参
加
者
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
傷

害
保
険
の
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

研
修
内
容
の
詳
細
は
、
教
育
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○

お
申
し
込
み

二
月
十
三
日
㈮
︵
必
着
︶
ま
で
に

教
育
委
員
会
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
厳
守
︶

先
着
二
十
五
人
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
が
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
体

育
協
会
会
員
を
優
先
し
ま
す
。
な
お
、

参
加
者
が
十
五
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
皆
さ
ま
へ

上
勝
町
は
一
層
の
健
康
増
進
を
図
る

目
的
で
、
月
ケ
谷
温
泉
に
お
い
て
町
民

の
う
ち
、
高
齢
者
︵
六
十
五
歳
以
上
︶

や
障
が
い
者
な
ど
が
入
浴
す
る
場
合
、

平
日
の
無
料
に
加
え
て
一
カ
月
当
た
り

土
日
・
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
利
用

に
限
り
、
四
回
ま
で
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
後
期
高
齢
者

医
療
対
象
者
に
限
り
、
月
八
回
ま
で
無

料
と
な
り
ま
す
。

住
民
課

平成
27年度

学童保育（上勝あすなろクラブ）
　　利用者募集について
学童保育（上勝あすなろクラブ）
　　利用者募集について

学
童
保
育
は
、
放
課
後
や
長
期
休
み
に
、
小
学
生
達
が
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
遊
ぶ
と
こ
ろ
で
す
。

保
護
者
が
働
い
て
お
り
、
昼
間
家
に
誰
も
い
な
い
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
帰
っ
て
も
近
所
に
子
ど
も
が
い
な
く
て
遊
び
相
手
が

い
な
い
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
様
々
で
す
。

学
童
保
育
で
は
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
利
用
し
、
ほ
っ
と

で
き
る
居
場
所
に
な
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の

宿
題
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
楽
し
い
行
事

を
取
り
入
れ
た
活
動
も
行
い
ま
す
。

見
学
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
可
能
で
す
。
必
ず
保
護
者
と

一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○

場
所

役
場
支
所
一
階
︵
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
︶

○

時
間

学

期

中

下
校
時
か
ら
十
八
時
三
十
分

長
期
休
業
中

八
時
か
ら
十
八
時
三
十
分

○

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
先

学
童
保
育︵
上
勝
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
︶

☎
四
五
ー

〇
一
七
五

I P
〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー

八
一
七
八

上
勝
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
四
六
ー

〇
九
一
九

I P
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

七
六
六
〇

お申し込みは、2月16日㈪まで
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　一般の社会人や学生といった自
衛官未経験者を「予備自衛官補」
として公募・採用し、教育訓練終
了後、「予備自衛官」として任用す
る制度です。
　将来にわたって防衛基盤の育成・
拡大を図るとともに、IT の急速な
発達や近年の防衛省自衛隊に対す
るあらゆるニーズが多様化してい
る事に対し、民間の優れた専門技
能等を有効に活用していくことを
目的としています。
　一般公募コースと技能公募コー
スがあり、一般公募は、採用年齢
内の方なら応募可能です。また、
技能公募では、語学や医療技術、
自動車整備、IT 関係等などの各分
野に精通し（※国家資格免許等を

有する方）が応募可能です。

※詳細は事務所にお問
い合わせください。

　国民年金基金は、国民年金第１号被保険者（自営業、フリーランスの方など）で、国民年
金保険料を納めている方がご加入できる年金制度です。

◆掛金は金額所得控除で、税金がお得　　◆掛金は自由に設定
◆基本は終身年金！だから、一生涯お受け取り
◆万が一の時にはご家族に一時金も（※一時金は、加入状況・年金受取期間等により支払わ

れない場合もあります。）

平成25年４月１日から日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満で国民年金に任意加入
されている方も加入できるようになりました。

【注意】次の方は加入できません。
◇国民年金の第１号被保険者であっても、免除されている方（学生特例・一部免除・納付猶

予含む）、農業者年金に加入されている方は加入することはできません。（ただし、法定免
除の方（障害基礎年金を受給されている方等）が年金事務所に申し出て、国民年金保険料
の納付申出をした期間は加入することができます。）

◇海外移住者や60歳未満もしくは65歳以上の方で国民年金に任意加入している方。

■詳しい資料や説明をご希望の方は、ご連絡ください。
〒770-0944 徳島市南昭和町１丁目23 三谷第一ビル２階
電話（088）624−1775　FAX（088）624−1779

ゆとりある老後のために、国民年金基金をご活用ください。
フリーダイヤル 0120−65−4192

その他

身　分

衣食住

手当等

資格

日程
場所

試験
内容
※

合格
発表

そ　　の　　他

受 付 期 間

一　　般

技　　能

１次試験

一般コース

技能コース

一般コース

技能コース

共通試験

合否発表

教育訓練

18歳以上34歳未満の者

18歳以上で保有する資格免許等により53歳〜55歳未満

３月24日㈫まで

４月11日㈯・12日㈰の内指定する一日

海上自衛隊松茂基地（板野郡松茂町）

陸上自衛隊善通寺駐屯地（香川県善通寺市）

一般教養（国語・理科・数学・社会・英語・作文）

小論文

口述試験、適性検査、身体検査（体力測定ではありません）

５月15日㈮

平成27年７月以降

試験会場までの無料送迎もご要望により可能です。

非常勤の特別職国家公務員

食事：教育訓練召集間は無料支給
宿泊：教育訓練召集間は駐屯地内の定められた宿
舎（無料）で起居することができます。
被服等：教育訓練で使用する作業服等は無償貸
与されます。

災害補償：教育訓練召集間は、自衛隊内の医務室
や自衛隊病院等の利用が可能となります。公務に
起因する災害（負傷、疾病、障害、死亡）につい
ては、現職の自衛官と同様、本人又はその遺族に
対し、補償を行います。

教育訓練召集手当：日額7,900円（教育訓練に応
じた場合のみ）
教育訓練召集旅費：自宅から教育訓練実施駐屯
地までの交通費を支給

受験についてのご相談や  
個別説明も随時受付中！  

まずは資料請求から…
どうぞお気軽に！

あなたの経験が輝く予備自衛官補制度のご紹介です!

自衛隊阿南地域事務所
住所：阿南市富岡町内町164内町会館1F

☎0884（22）6981

お問い合わせ・ご用命は

予
備
自
衛
官
補
︵
一
般
・
技
能
︶
試
験
情
報

採

用

後

の

待

遇

※詳細内容、試験内容等は、お気軽にお問い合わせください。

予備自衛官補とは？
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寒
波
厳
し
い
毎
日
で
す
が
、
夜
間
早

朝
の
車
両
走
行
に
は
、
常
に
路
面
の
凍

結
を
念
頭
に
置
い
た
、
安
全
速
度
で
の

通
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
カ
ー
ブ
や
下

り
坂
や
橋
は
凍
結
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、

ブ
レ
ー
キ
は
禁
物
で
す
。
あ
ら
か
じ
め

手
前
で
十
分
減
速
し
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
ス
ト
ー
ブ
、
電
熱
器
、
こ
た
つ
、

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
ま
た
、
寝
た
ば
こ
に

ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
文
し
て
い
な
い
の
に
郵
送
さ
れ
た

商
品
は
受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
不
審
な
勧
誘
電
話
は
、
は
っ

き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

お
電
話
内
容
に
疑
問
や
不
安
を
感
じ

た
ら

警
察
総
合
電
話

＃
九
一
一
〇

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
〇
五
七
〇
ー
〇
六
四
ー
三
七
〇

小
松
島
警
察
署
福
原
駐
在
所

☎
四
六
ー
〇
〇
二
四

●
あ
わ
て
ら
れ
ん

ゆ
っ
く
り
行
か
ん
で
阿
波
の
道

●
夜
間
早
朝
の﹁
火
の
用
心
﹂を

●
﹁
送
り
つ
け
詐
欺
﹂に
ご
注
意
を

小
松
島
警
察
署
福
原
駐
在
所
だ
よ
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に
つ

き
ま
し
て
、
現
在
特
別
徴
収
︵
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
て
い
る
︶
の
方
で
、
口
座
振

替
で
の
お
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

住
民
課
ま
た
は
役
場
支
所
で
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

●

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
上
勝
町
公
金
口
座
振
替
依
頼
書
・
自
動

払
込
利
用
申
込
書︵
依
頼
者
控
︶の
写
し

︵
※
金
融
機
関
へ
届
出
後
に
金
融
機
関

か
ら
発
行
さ
れ
る
も
の
で
す
。︶

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
方
法
変

更
申
出
書
︵
役
場
に
備
付
︶

お
申
し
出
の
時
期
に
よ
り
年
金
か
ら
の

お
支
払
い
を
中
止
で
き
る
時
期
、
口
座
振

替
に
切
り
替
わ
る
時
期
も
個
々
に
違
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

︵
お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
料
の
総
額

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。︶

  

ご
注
意

一
、
手
続
き
に
際
し
て
は
、
上
勝
町
公
金

口
座
振
替
依
頼
書
・
自
動
払
込
利
用
申

込
書
︵
依
頼
者
控
︶
の
写
し
の
提
出
が

必
要
で
す
の
で
、
先
に
金
融
機
関
に
口

座
振
替
の
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
住

民
課
ま
た
は
支
所
へ
上
勝
町
公
金
口
座

振
替
依
頼
書
・
自
動
払
込
利
用
申
込
書

︵
依
頼
者
控
︶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●

金
融
機
関
へ
の
届
出
に
必
要
な
も
の

・
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

・
通
帳
の
お
届
け
印

二
、
本
人
以
外
の
口
座
か
ら
の
お
支
払
い

に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料

控
除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た

方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
が
減
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

三
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
口
座
振
替
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
過
去
二
年
間
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
又
は
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

り
、
か
つ
、
や
む
を
得
な
い
特
別
な
事

情
も
な
い
方
。

②
口
座
振
替
に
お
い
て
振
替
不
能
に
な
っ

た
方
。
︵
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
に
戻

り
ま
す
。︶

住
民
課

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ

ま
一
人
に
つ
き
三
百
五
十
万
円
以
内
を
、

固
定
金
利
︵
年
二
・
二
五
％
︵
平
成

二
十
六
年
十
一
月
一
日
現
在
︶︶
で
利

用
で
き
、
在
学
期
間
中
は
利
息
の
み

の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
﹂

で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
〇
五
七
〇
ー
〇
〇
八
六
五
六

︵
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

も
し
く
は
、

☎
〇
三
ー
五
三
二
一
ー
八
六
五
六

﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
﹂

                 

︵
日
本
政
策
金
融
公
庫
︶
の
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

﹁
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
﹂
か
﹁
口
座
振
替
﹂
の
選
択
が
で
き
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
で
口
座
振
替
で
の
支
払
い
希
望
に
つ
い
て
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

俳 
句

短 

歌

第29回勝浦郡スポーツ少年団連合会駅伝（男子の部）

詩

昭
和
十
九
年
当
時
日
本
は
広
域
膨
大
な
南
海
方
面
に
特
に
空
軍
は

全
力
出
撃
　
陸
海
協
同
防
衛
作
戰
展
開
千
歳
海
軍
航
空
基
地
へ

陸
軍
双
発
重
戦
闘
機
隊
の
私
達
派
遣
さ
れ
日
々
猛
任
務

顔
見
知
り
の
海
軍
さ
ん
　
陸
さ
ん
よ
く
頑
張
る
な
あ
ー

明
日
は
正
月
だ
よ
な
ー
　
と
言
っ
て
宿
舎
へ
別
れ
翌
朝
元
旦

早
朝
総
員
飛
行
場
に
整
列
せ
よ
　
何
事
か
と
と
び
お
き

飛
行
場
へ
　
す
で
に
海
軍
双
発
月
光
隊
全
機
エ
ン
ジ
ン
始
動
し

隊
長
大
尉
さ
ん
今
朝
ミ
ン
ド
ロ
島
沖
に
米
艦
の
出
動
あ
り

我
が
月
光
隊
に
特
攻
命
令
下
る
只
ち
に
驀
そ
う
出
撃
す
る

平
常
の
出
撃
な
ら
軍
人
と
し
て
の
本
分
で
あ
り
本
懐
で
も
あ
る
が

元
旦
早
々
の
特
攻
と
は
非
情
で
あ
り
見
送
る
一
同
沈
黙
こ
ん
な

光
景
は
終
生
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ご
冥
福
を
祈
り
散
っ
た
勇
士
を

し
の
び
後
世
に
傳
え
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
平
和
を

信
　
一

一
夜
か
け
積
み
た
る
雪
の
丸
さ
か
な
　
　
　
　
　
あ
つ
子

朝
の
山
白
い
ふ
と
ん
で
山
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
恵
美
子

子
等
の
声
消
へ
て
幾
度
山
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

眠
る
山
大
木
伐
り
て
光
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
枇
　
呂

お
だ
や
か
に
冬
日
を
受
け
て
山
眠
る
　
　
　
　
　
詩
　
江

今
朝
の
ゆ
き
二
の
字
残
し
た
幼
き
日
　
　
　
　
　
　
妙

新
年
に
今
年
も
無
事
に
と
祈
る
朝
　
　
　
　
　
　
善
　
男

縁
起
物
そ
れ
ぞ
れ
揃
え
注
連
飾
り
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ヱ

新
年
の
抱
負
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
　
　
　
　
　
　
恭
　
子

た
わ
む
ほ
ど
餅
花
つ
け
て
福
の
笹
　
　
　
　
　
　
美
代
子

白
々
と
限
界
集
落
年
明
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

久
方
の
雪
に
夜
明
け
の
早
き
か
な
　
　
　
　
　
　
周
　
泉

さ
ざ
め
雪
新
雪
け
む
る
山
あ
い
に
心
清
し
く
元
旦
迎
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　

新
雪
に
つ
つ
ま
れ
明
け
る
新
年
よ
若
水
く
み
て
気
負
わ
ず
生
く
る
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
子

久
び
さ
に
弱
き
妹
訪
え
ば
明
る
き
声
に
話
の
は
ず
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
恵
子

孫
夫
婦
帰
り
て
曾
孫
も
お
手
伝
い
わ
い
わ
い
賑
う
師
走
の
餅
搗
き
　
　
　
　
　
　
あ
や
子

初
恋
も
遠
い
昔
の
夢
と
消
え
孫
の
成
長
語
る
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
　
子

遠
き
日
の
甘
え
し
孫
も
い
つ
の
日
か
駈
け
行
く
姿
少
女
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
恵
美
子

ハ
ネ
ム
ー
ン
イ
タ
リ
ア
へ
行
き
し
新
夫
婦
父
の
カ
メ
ラ
に
跳
躍
を
す
る
　
　
　
　
た
み
江

キ
ラ
キ
ラ
と
杉
の
雫
の
雨
あ
が
り
満
天
に
見
る
星
の
か
が
や
き
　
　
　
　
　
　
　
茂
　
美

一
輪
の
小
さ
な
花
に
水
を
や
り
大
き
な
花
に
す
る
た
め
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
　
策

風
雪
に
耐
え
て
不
動
の
山
と
な
る
決
意
新
た
に
暦
は
明
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

新
春
の
小
鳥
の
声
に
窓
あ
け
て
見
れ
ば
野
山
は
銀
世
界
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
雄

先
月
号
の
上
勝
町
広
報
紙
掲
載
記
事
に
関
す
る
お
詫
び
と
訂
正

風
邪
癒
え
て
背
戸
の
畑
で
草
を
抜
く

山
里
静
か
に
秋
を
逝
か
し
む

あ
や
子

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

に
い
と
し

お
と
な
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平成27.１.１現在

戸籍の窓口

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

2
平

成
2
7
年

２
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
2
7

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

12月の視察来町者数平成26年

件　　　　　　  名1 3 　7 7

前月比

人 口
男
女

世帯数

1,742人（△７）
827人（△１）
915人（△６）
839戸（△２）

高齢化率　51.44％

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

558人（△3）
311人（　0）
245人（△1）
292人（△1）
336人（△2）

249戸（△2）
146戸（　0）
125戸（　0）
142戸（△1）
177戸（　1）

インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口
インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口
故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。

株式会社NTT西日本‐四国　地域情報センタ

0120－960－138　ＩＰ050‐3438‐9877
受付時間　9：00～17：00（平日）

※土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。
　連絡先・氏名等は必ずお知らせください。

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

日　　時 救急病院名

２月２日㈪

２月４日㈬

２月６日㈮

２月８日㈰

２月10日㈫

２月12日㈭

２月14日㈯

２月16日㈪

２月18日㈬

２月20日㈮

２月22日㈰

２月24日㈫

２月26日㈭

２月28日㈯

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

品　　名 住所 氏名・団体

餅つき・餅花作り

バ ナ ナ

枝付きみかん

お 菓 子

お 菓 子

正 木

正 木

正 木

正 木 老 人 ク ラ ブ

正 木 老 人 ク ラ ブ

片　山　美代子

森 本 米 子

大 栗 松 子

つつしんでご冥福をお祈りします

木下千代子 さん 92歳 （福原）

柿平サダ子 さん 97歳 （　旭　）

宮 内 經 子 さん 86歳 （生実）

大 西 　 暢 さん 78歳 （正木）

岡 本 利 明 さん 84歳 （福原）

救急患者輸送車
車検について

　２月５日㈭から７日㈯までの間、車検整備のため、救急

患者輸送車は利用できません。要請があった場合、公用車

での搬送となります。ご不便をおかけしますが、ご理解、

ご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　  住民課

救急患者輸送車
車検について

  と　き 　２月４日㈬ 13時〜15時

  ところ 　傍示中央会堂

  見学費 　無料

  資　格 　見学のみ可（お申し込み不要）
（どなたでも見学できますが、受講生は新聞折
り込みチラシにより募集し受付を締め切らさせ
ていただきました。）

  講　師 　山溝一景氏

  内　容 　庭や道端などに咲く身近なお花を自然の石やご
家庭にある器に生け、手軽にお部屋に飾れる小
品生け花です。
皆さまのご見学をお待ちしております。

  お問い合わせ先 　上勝町地域おこし協力隊（野々山）
　　　　　　　　　☎46−0371

〜傍示中央集落再生委員会：主催〜

傍示中央 野草生け花教室
     見学のご案内

第１回

 あ いまいな返事じゃなくて「いりません！」

 わ かるまで、契約内容の確認を！

 お おもうけ、そんな話はうそっぱち

 ど うしよう、困ったときはすぐ相談

 り んじん(隣人)もいっしょに賢い消費者に

　消費者被害やトラブルなど、困ったときは徳島県消費者情報センター
（☎088−623−0110）へお気軽にご相談ください。 　　　  企画環境課

徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消費者トラブルに遭わないためには


